
2023年度学生による後期授業評価アンケートへの 

教員からのコメント 

 

■環境社会学 

 

シラバスに授業時間外での学修の必要性が記載されており授業各回に課題が

提示されましたが、想定されている時間に達した回答はなく、まったくしないとい

う回答も見られました。授業初回資料の履修系統図で確認されたように本科目は

専門科目の入門レベルより高次の初級レベルに位置付けられており、授業時間外

での学修無くして修得は困難です。それが第 5項目（意欲的な取組み）と第 6項

目（授業の難易度）に関し、それぞれ良好な評価の回答が 4割前後にとどまったこ

ととも関係していることが考えられます。 

第 7-11, 14-15項目に関しては、良好な評価の回答が半数以上の結果でし

た。 

第 19・20項目（自由記述）では、シラバスに記載されている到達目標に向けて

取り組めた人と、そうでなかった人のコメントがそれぞれ複数ありました。 

第 19項目に教員設定項目（第 16項目）に関する質問がありました。これは、

LMS科目コースに記載のとおり、稚内と京都の回答割合を確認するための設問

で、それ以外の意味はありません（結果は、稚内が約 3割、京都が約 7割でした）。 

第 19項目に資料を読むだけの授業と受け止めた人のコメントがありました。大

学における授業は、各科目の到達目標に向けた方法がとられます。これまで鍛えて

いなかった能力を高めるためのトレーニングを実行することには困難が伴います

が、適切なトレーニングを積まないことには能力を高めることに繋がりません。受

け止め方からして本科目で説明された重要な事項を取り入れず、適切な方法を実

行できなかったものと考えられます。今後アクティブ・ラーニングが取り入れられ

た（特に環境系の）授業では、まずは説明されたとおりに実行してみて疑問点があ

ったら早めに担当教員に質問することを強くお勧めします。一方で（特に遠隔授業

での）質問方法については複数の手段を設定いたしましたが、まだ改善の余地が

あることが考えられるため具体的な方法を検討します。なお、大学における授業の

運営に関しては時間短縮等の視点は取り入れておらず、各科目の到達目標に向け

て受講者が真の実力を身につけるための方法がとられています。 

授業最終回終了後の回答結果であり、全体として最後まで継続的に出席した学

生の大半は支障無く取り組んでいただけたものと考えられます。 


